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試験調査の部

海況漁況調査

把握に必要な基礎資料を得るため、腕年度にひきつづき海洋学

なおこの調査は漁況調迩を除き水産庁の委託（瀬戸内海漁業基

大阪湾における水産資源の動態把握に必要な基礎資料を得るため、

的諸条件と測業状況を澗査した。なおこの調査は漁況調迩を除き水2

本調在）によるものである。

l 大 阪湾定線観測

観測地‘点

観測方法

観測結果

加年と同じ15地点（観測地点図）

海洋観測法に準拠

月別の水温、塩素趣の概要は漁海況調在の項に記載

付表l定級観測表（昭和45年1月～12月）

2定匿観測

観測地点

観測方法

観測結果

大阪府水産試談場地先

海洋観測法に準拠

付表2定置観測表、付表3風向

風力表、波浪天候表および月別

気温、水温、比匝の推移表

3卵稚仔調査

大阪湾定線観測の15地点において、毎月

上旬1回③ネッI-により底暦から表蒋まで

垂直採集を行なった。訓杢結果は付表l定線

観測表のとおりである。

4カタクチイワシ陸上鯛在

観勤I池点言

岸和田市春木漁業協同組合に陸揚げされたカタクチイワシについて、6月～10月毎〃l～3

回200尾／回を無作為採災し、体長測定（体長組成）を行なうとともに漁期の初、中、終期の

ものについて、網密測定(体長､体亜測定､性別、生殖腺璽駄､生殖腺の左右の長さ、背椎骨数）

を行なった。調査結果は付表4カタクチイワシ体長組成表および刷密測定表のとおりである。
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5 漁況調査

毎月2回岸和田市以南の主要5漁協についてその漁獲状況を聴取り、毎月中旬漁海況を速報に

とりまとめて府下漁協はじめ関係先に送付している。昭和45年1月～12月の月別海況、漁況

の概要は次のとおりでめる。

月別、気温、水温、比重の推移（定置観測）
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漁海況調査

前年度にひきつづき海況と漁況について鯛在した結果、月別の概要は次表のとおりである。

各層平均7.5℃～7.7℃先月並みの31．35％～

3で、先月とほとんど同じ32．29％で、表圃は例年

で昇温はなく、例年より昨年よりも0．76船～

】､5℃、昨年よりも1．21．30％商めであるが、

月℃～1．6℃それぞれ低め5m,10〃ﾉ層は、例年

である昨年並みである。 度である。たこつぽでのマダコは相当

－3－

1

海 況

水温

先月より4．0℃低下して

各層平均9.1℃～9.4℃

となり、5加厨以深では

例年より約1.0℃低めと

なったが、昨年並みであ

る｡

各溌平均7.7℃で、先月

より1．4℃～1．7℃の胆

下となったが、表厨、5

"J屑は例年並み、10/'

岡は0.7℃低く、昨年と

では各囲2.0℃～2.3C

低めである。

塩分亜

先月並の31．49％へ

32．16％で、例年よ

0．65％～1.51%海く

昨年とでは表暦が、1．33

船高めである‘

先月にひきつづき高し

31．28％～32．34％

で、例年より、0．72％

～1．49％、昨年とでは

0‘56％～0．65船それ

ぞれ高めで過る

漁 況

一

主漁業は、石けた網で、その主な漁盤

物は、オコゼ，カレイ類，シダ類，エ

ビ類で、オコゼ，ジグ類は先月より少

ない。述綱、津柵網では主に、カレイ

頚を漁獲、たこつぼでのマダコは昨年

より少なく、いさり漁業での天然ワカ

メは昨年よりも多い．

石けた網では先月にひきつづきカレイ

類，シダ類，エビ類でオコゼの灘1艇が

ほとんどない。定磁絹ではコノシロ，

スズキ（昨年はカレイ類，スメ・キ）を

漁僅、建網ではアイナメ（昨年は漁礎

なく休漁）を、たこつぼ．いいだこつ

ぽではマグコ，イイグコを燕雌してい

るが、イイグコは昨年より少ない。

いさり漁莱での天然ワカメは昨年の半

分である｡



|:’
各層au℃～9.0℃と鈴

月より0．5℃～1.3℃男

温したが、例年より2．6

C～2．9℃、昨年とで側

1.8℃～2．7Cそれぞオ

低く、昇温がおそいよう

である。

12.4℃～13．7℃と先

月より4．3℃～4.7'Cの

昇温であるが、偶}年よ［

1.7℃～2.5℃、昨年よ

り0.9C～2.2℃それぞ

れ錘めで、先月同醸低温

である。

15．3℃～18.1℃で先月

より3.0C～4．4℃の男

温であるが、例年より

2.6℃～2．8℃、昨年と

では1．5℃～3．0℃それ

ぞれ低めで低温がつづい

31．09％～32．88盤

で底層ほど高く、各靭伊

年よりl.l2%～1.2

船、昨年とでは0.4¥%

～0．79％それぞれ高艮

である，

29．2196,～32.ti55K,マ

表圃は先月より1.81%

’

低めでめる。例年とでは

表日はやや低い程度でヨ

るが、5沈層,io脚I

は0．65％～0．85％届

い。昨年とでは表層ズ

0．66％低いか、5加留

10加臓はやや高い。

29.81%～32.46%で

先月よりやや低くなった

が、例年より0．30船～

0.68%高く、また昨年

とではやや高い程匪であ

る，

－4－

少ない。いさり漁業での天然ワカメ制

先月と同じで少ない。定置網は休漁て

ある。

石けた網でばカレイ類，エビ類とシャ

コは今胤より多くなっている。きす建

網、まき網は例年より20日ほどおそ

い出漁でそれぞれキス，ユノシロを漁

獲しているが、垂は例年の半分。逮線

では先月同織アイナメを。たこつぼ．

いいだこつぼでのマダコ，イイダコは

先月同椴少ない。今月より定量網で．

ノシロ，スズキ，ウミタナコ･を漁獲。

いさり漁業での天然ワカメは先月より

多いが、昨年より少ない。

石けた網では先ハにひきつづきシャコ

を、また中旬頃からアヵガイも漁獲L

始めた。まき網でのコノシロは少なし

定置網ではスズキ，カレイ類，コノ参

■

■ ボラ，イカ頚をそれぞれ漁獲。武

こつぽでのマダコと、いさり漁業でぬ

天然ワカメは先月より多い。えびこぎ

網、いわし巾盾網も今月から出漁した

が、エビ類は少なく、カタクチイワシ

は例年並の漁痩向

石けた網では主にシャコ，アカガイを

漁獲しているが、シャコは昨年より少

ない。えびこぎ網ではエビ類，マアナ

ゴを、今月から板びき網が出漁して、

マアナゴ，クチ，エソ，エビ類，シヤ

．を、定避網では主にコノシロ，ポ号



ている。をそれぞれ漁獲している。辿網では力

6レイ類，アイナメ，ウミタナゴ，キス，

イカ類を漁獲しているが、カレイ類は

昨年より少ない。いわし巾蒲網では力

月獣クチイワシを漁盤しているが昨年よ

り少ない。たこつぽでのマダコは昨年

よりやや少ない。

ﾜ

19．8℃～22．4℃で底

胸ほど低く、先月より

‘1.2℃～4.5℃の昇協で

あるが、例年より1．7℃

～2.4℃低め、表胸は昨

年並みであるが、5加鰯：

10加層は1.4℃～1．s

℃低めである。

24．5℃～28．7℃で各

鰯先月より‘1.7℃～6.3

℃の急昇.温となって、表

層，5加層は例年より

0.6℃～1.2℃高く、10

加屈は例年並み、昨年と

では0.7℃～2.4℃間め

で、今月に入り例年．昨

年以上となった。

26．64脇～31.97%て

降雨のため表溜は先月』

船､また昨年とでは0.“

既～2．44船それぞれ雷

めである‘

27．56船～31．83％で、

表鰯は先月より0．92％

高く、5〃ﾉ轡i1o脚層

はやや低い。表廟は例年

より】､91脇高く、5加

m,io加層は例年並み

昨年とでは表鰯は0．61

％低いが、5加閣,1o

〃J鰯は0．86％～1．01

％商めである。

－5－

石けた網では主にアカカイ，カレイ類

を、 えびこぎ網ではエビ類，マアナゴ

瞳禍では主にカレイ類，ボラ，ウミク

ナゴを漁獲しているが、量は少ない。

建桐ではカレイ類，ウミタナコ・を、い

わし巾晋滑では'j､羽（5m）のカタク

チイワシを、まき綱ではコノシロ，サ

バをそれぞれ漁礎している。囲刺調で

はイナ，ボラを漁獲。たこつぽでのマ

ダコは先月より多い－

石けた綱では先月にひきつづきアヵガ

イ，カレイ頚，シャコを、えびこぎ網

ではエビ類，シャコを、板びき詞では

マアナゴ，エビ類，シャコをそれぞれ

漁獲。定撒網ではアジ，コノシロ，タ

チウオ，サバを、建網ではカレイ類を

漁獲。いわし巾蔚網でのカタクチイワ

シは盛漁期に入り例年並の漁獲である

が小羽である。まき網ではコノシロ，

タチウオを、囲刺網ではイナ，ボラを

漁獲。たこつぽでのマダコは少ない。

一本釣でタチウオが多い。



"へ令
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９
月

2are～28．2℃で融

閥は先月より低下し始め

たが、5加圏,1o加曜

では約】.OC～】.6℃闇

くなっている．例年よ1

0．6℃～1.6℃、昨年＆

では1.2℃～2．4Cそれ

ぞれ高めでめる‘

30.01％～31．58％て

表層は先月より2．45％

高く、例年並みで、昨年

より1．93％高いa5m

層では先月とほぼ同じで

例年．昨年並み、10脚

周は先月並みであったが

例年．昨年よりやや低め

である⑨

石けた網ではアカガイ，シャコ，カレ

イ類を、えびこぎ網でのエビ類，エ》

は昨年の倍の漁塞板びき網ではマ弓

ナゴ，カレイ類，イボダイ，エビ類，

シャコ等で、イポダイの漁期がおそ《

平年の3分の1である。定置網では夕

チウオ，コノシロ,アジ，サパッカロ

ハギを、建網ではカワハギ，カレイ再

キスを、し､わし巾暦網でのカタクチイ

ワシは今月に入り中羽．大羽を漁獲‘

まき網でのコノシロは昨年の2倍。園

刺網でのボラは昨年の3分の1である。

一本釣でのタチウオは先月よりやや少

なく、昨年とでも少ぱい

』

|」
24．1℃～25.0℃で外

凡より1．1℃～4.1℃但

下したが、侠陣より0，7

℃～1．4℃、昨年とでは

約1．0℃～2．5℃高めで

ある。

30．17鈴～32．11%で

表圃，5廓層は先月並み

で、10m図は0．53％

高い。表層,10加層は

例年より0．55％～0．65

％高いが、5加層は例年

並み．昨年とでは表層は

1．52％高いが、5胸囲

10加層は昨年並みかや

や低L、

石けた網ではアカカイ，エビ類，シ舟

。，カレイ類を、えびこぎ網ではエ’

類，シャコ，イカ類，マアナゴ，エ目

を、板びき網ではマアナコ・，イボダイ

カマス，エソ，カレイ類，エビ類，き

ヤコ等で今月はエビ類が多い。イポク

イは澗測もおくれ、漁獲も少ない。局

置縄ではコノシロ，アジ，タチウオ

カレイ類，ノ､マチ，ウマズラハギを淵

獲し、今月はコノシロが多く、先月1ｺ

はカワハギであったが、ウマズラハ剣

が多くなっている。建網ではカワハキ

ヵレイ類，キス，カニ類を漁獲、い土

し巾藩網でのカタクチイワシは主に4

羽で上旬には昨年より多かったが、ヰ

旬には漁獲も減り終漁となった。まき

網も今月で終漁となるがコノシロ，ガ

ラを、囲刺網ではイナ，ボラをそれそ

れ漁獲。たこつぽでのマダコは先月』

り多く、一本釣でのタチウオは中旬に

はほとんど漁獲がなかった，



12

各層19．8℃～20．1℃

で先月より4．3℃～‘1.9

℃の低下となったが、例

年並みで、I作年よりも

L3℃～2.0℃瀧めで理

る。

今月は12．6℃～13.2

℃と先月に比し7.0℃飢

後の急低下で、例年より

2.2℃～2.4℃、昨年と

でも0．5℃～0．6℃そｵ1

ぞれ低めであった，

先月よりやや高いのは裟

厨で、5加暦,10〃侭

はめまりかわらず、各庖

例年並み、5加鰯，10

"】胴は昨年並みである。

表層および5脚鰯は'た月

より低め、また例年．昨

年よりも低めであった。

10加澗は例年並みで、

昨年よりやや低めであ乏

－7－

石けた網でのシ〃麺，カニ類，アカ式

イは昨年より多く、カレイ類，エビ類，

シャコは少ない。貝けた網は今月から

出漁してモガイのほかカレイ類，エビ

類，カニ類を測盤。えびこぎ網ではエ

ビ類，シャコ，イカ類，マアナコ・で、

昨年よりイカ類が多い。板びき網での

マアナコ・，カニ頚，シャコは昨年より

多く、カレイ類，エソ，エビ類，イカ

類は例年並み。定股網ではコノシロ，

アジ，スズキ，カレイ類で、コノシロ

は昨年より多い。建網ではウマズラノ、

ギ，カレイ類，キスを瀧峨。たこっぼ

でのマダコは昨年より少ない。まき網．

囲刺調は上旬で終漁となったが例年並

みである。

石けた網でのエビ掴は昨年より少なく、

カニ頬ではジヤノメガザミが主漁獲物、

イイダコが上旬頃から徐盈に漁獲され

始めた。貝けた網ではモガイが先月よ

り少なくなったがカニ類が多い。えび

こぎ網でエビ類の中．'j､型、カニ類が

昨年より多い。板びき網でのﾏｱﾅｺは

先月より少なくなったがカニ類（昨年

はほとんどなし）が多い。定吐網では

'j､アジ*̂ イ類，クロダイを、建網

ではメバル，カサゴ，タナゴを、いさ

り漁業ではナマコをそれぞれ漁獲。ま

き網でのコノシロは中旬項には溌鰹が

少なくなったので以後は休漁している



主要漁場公害総点検受託事業報告

1．調姦の目的

．､水質汚濁等によって漁業被害が発生するおそれのある本府地先の主要漁場におし､て、その水質，

底質を調査測定し汚濁の概況を把握しようとするもので、国の受託事業として行なうものである。

2．調査海域と調迂年月日

1）泉南地先海域（図－1）

2）岸和田．貝塚地先海域（図－2：

3）大阪南港地先海域
（図－31

4）堺．泉北地先海域

45年10月5日

45年10月12日

45年10月19日

漁場総点検調査

調査海域連絡図

1)泉南地先海筋

＝、冨垂垂一型霜匡

2)冒噌蝿先“
3）大阪南港旭先海域

4）堺．泉北地先海域 綴：
鰭

・
一
『
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1)泉南地先海域(14点）

2）岸和田・貝塚地先海域（13点

／
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調査項目

漁凹

3）

4）

総、気識測遊

大阪南港地先海域

堺･泉北地‘先海域

地‘点図

（6点）

(11.点）

ノ

〔水質〕……水温，水色（色相），臭気，浮遊油，透明度,PH,塩素量，溶存酸素

COD,SS,NH-N

〔底質〕……底質の性状（外観，色，臭気等），強黙減越，全硫化物,COD,油分‘

粒子組成，底生動物

4．調査方法等

保水は喪凋と海底から’加上の底周水の2暦から行ない、融にエックマンパージ採泥器で底

泥を採収した。試料採取、測定にさいしては「総点検の捌査手引き」（昭和45年9月．水産庁）

によるほか、水質汚濁調査指針．海洋観測指針．JIS(KO:102)を参考にした。
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5 ． 綱査桔果

1)泉雨地先海域

当海域では4つの主な汚濁源が沿単海域に流入している。その1つは雪港に流入する下水

路によるもので、男里川周辺で操業している'j,規模な再生紙工場の廃水であり、水量が比較的

多く灰黒色を呈し浮跡物が多い。この廃水は尾崎港内の底質を汚染し心干潮瀞には港外に流出

してSt11の海域に露を及ぼしている。

男里川は夏期に干出する'卜河川で綿布晒工場や家庭下水で幾分汚染されているが、これら4

つの汚濁源の中ではその汚濁度が軽敵であり河口st12では多種類の底生動物が棲息していた。

その3つは馬川の流入水で、再生紙工褐の廃水と有機化学工場から出る粘藩性のめる黄褐色

廃水が魔入している。この廃水は汚局の負荷匙が大きく、次の汚濁廃水と一諸#こなって沿岸海

域を藩色させている。

4つ目の汚濁源は東洋クロスKKが直接毎域に放出する廃水ロで、乳白色と茶紅色の2髄の

廃水を流している。

鋼査当日もこれらの廃水によって男里II周辺庵域（沖合2～300海以内）は赤茶色と白濁し

た着色海域（図A参照）が観測され、その外側ではのり養朝，'j､型定置詞，三枚網等各種の漁

業が操業している⑨

沿岸から3粒．5峰れたst1～5の海域は、にぶ録～青録の火色を呈し、PH(7.9),透明

度（3～5腕），塩素丘(17.7～8%).C0D(1～】､7ppm),溶存酸素(5.5～6ppm)であ

り、水塊の上下混合もよくおこなわれているもようで内湾水質として正常な状況にある。

底質は泥で灰～緑味灰色を示し、COD17～23（唖/lダDrymud）,強熱減孟(12～14*)

となっている。底質の測定値は底泥の粒子組成と密接な関係をもっていることが知られている

が、大阪湾の標準的な底質と当海域の測竃撞を比較すればCODは幾らか低く、強熱減量は逆

に高く陸岸から流入した汚濁物が酸化されて沖合で沈降しているもようである。

St6～10の距岸l極地点では全般的に水色がオリーブ色を帯び、壇素量が幾らか低く、透

明度が2～3洞と低下するなど沿岸水の特敬があらわれてくる。しかし、st6～8．10では

沖合とほとんど変らない状況であるが、北東よりst9はCOD*:2.3ppmとやや高く、溶存

酸素も低下して陸岸にある汚濁源の影審が現われている。底質は泥～砂泥で茶灰～緑味灰を示

すが、st9のみは灰黒色でかすかな腐敗臭が感じられる等外観でも鍵らか汚染している椴相

を呈していた．また、Mesh150以下の泥の組成に対してCODが高く水底質ともに汚嚢の

徴候が現れている。その他の‘点ではst6の強熟減赴が高いが他の項目との関迎がうすく、い

ずれも正常な状態にめると兇受けられた。

St11は密港外100腕のところでめるが、水色は黒味を帯び明らかに港内廃水が流出し
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ていることが観察された。透明度imPWは7．61で低く、溶存酸素が低下し､ss(7.5ppm¥

COD(2.35ppm)から凡ても汚濁している。底質は鼎色で弱い下水臭を発し、泥の成分が

少ないにもかかわらずcod(ias),全範化物(0．67),油分1．54(各呼/IfDrymud)

で悪く、当該海域の15点の底質の中では最も汚染している。しかし、．・カイの機恩が認めら

れたことから、大阪湾奥部の汚染域に見られるように無生物域にまでは至っていない。

St12は男里川河口から100胸のところに位置しているが、海ifti水質はPH(7．61),溶

存酸素(3.89ppm)が低下し、CODffi(2.54ppm)が高いなどst11の状況とほぼ同

椴でめる。しかし底質は砂磯地で泥の成分に対してCOD,強熱減吐の値は幾分高いけれども

絶対臆は'卜さくエビ，カニ，ホヤ，椎貝等多くの底主動物の樋息が見られ、漁坦価堕の低下は

きたしていない。この‘堂は河口砂洲が突出しているところで水塊の交流も比較的よくおこなわ

れているため力詑表層水は汚濁水の影響を受けて幾らか汚濁しているものの底質は汚染される

に至っていない。

、鴨川河口水門沖150胴のところで観測した、t13は海面が赤茶色に着色しさけん濁物質

(ss=10．0ppm)が多い。またCODIiS.22ppmと異常に高く心溶存酸素も低下している

けれども底質は砂で多毛類，軟体国が棲息し、測定瞳は低くst12と同襟に汚染していない。

二の海域では馬川から流入した汚濁水は比重差を生じたまま表厨水と共に周辺海域に拡散して

おり、底質を汚染する程海底に沈蜂せず、また汀線近くでは風浪によって絶えず撹伴されるの

で底貫は悪化することがなく、底質の悪化は沖合のst9周辺で起こっているものと考えられる。

St14の東洋クロス魔水口訓100mの地点でも表居水は廃水の影轡で乳白色を呈し､COD,

溶存酸素にも幾分それが現われているが、底質はst13と同椴に砂地で何ら異常がなかった。

（図-A参照） 図A泉南地先･海域

今回の調査は秋期の水塊

循環混合期に行なったもの

でPH7.9前後,溶存酸素の

飽和度は50～80影と幾

ら力低い値を示したが、水

塊の上下混合はよくおこな

われていて底層で溶存酸素

が低下する傾向は見られな

かった。各観測点の慨況は

前記のとおりでめるが、水

質は汚濁源の前1oo耐の

地点ではその影唇を受けて

O"ノ娩
一
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汚濁の敬侯を示し、その影唇は沖合1粒ﾒ也点にも部分的に及んでいる。底質については水塊が

．滞留気味でめるst11で娘も汚染されている状態となったが、st12～14ではその影膏が及

ぶに至らず、その沖合1値の池点(st9)に幾らか現われている。この海域では汚勤源から出

る汚濁の負荷量が湾奥部に見られる程大きなものではないため、強い汚染伏態とはなっていな

いものの沿岸地先海域の操業度が高く、廃水の流出状況如何によっては周辺のノリ漁場に与え

る影轡が大きい。周辺海域では従来からこの甑の水質汚濁間岨に関する紛争が発生しており、

廃水の処理浄化対策が公省行政面から考えられている。

2）岸和田、貝塚地先海域

この海域では沿岸に各緬の汚濁源があって泉南海域のように少数に限定できない。その主な

ものを南から順にあげると佐野川（製線．製鋼工場），水産コンビナート製油工場，見出川（

製醸工場．し尿処理場），近木川（化学染色．製鋼．製線工場），見落川（食品製造工場），

津田川（市内下水．製鋼工場），岸和田港（下水），木材コンビナート（木材溶出物等），大

津川（染色．紡蹟工場．下水）等多極にのぼり、沿岸から汚罰水が流出するうえ北東部では湾

奥沿岸水の影曹を受けることが多く、水塊交流の悪さと相まって赤潮の多発毎或となっている。

しかし、調査日の海域はおおむね正常で水尭の上下混合もよく行なわれており、沿岸汚濁源近

くを除いて溶存酸素の低下が認められる程度であった。

沿岸から5*■地魚のst1,2ではにぶ緑色を示し、透明度3.5～4腕，熔存酸素86～100

影の飽和度（6.2～7.2ppm),PH,COD,NH<-Nの瞳から見ても全く正常な海域である。底

質は灰色の泥でst2の“減量が幾分高いが有機汚染は少ない。

st3～6,13は距岸2胸のところでめるが、沖合に比べて溶存護素(.3.8～5.0ppm)の減

少、PHの低下が見られる。溶存酸素,PHの低下はこ環期に沿岸海域Iこ見られる季節変ｲbc

1つで、水塊の上下混合によって夏期の成層が崩れ底層の貧酸素水塊と混合した結果と考えら

れるが、逆に言えばこれら海域では夏期成層を形成し底層水の溶存酸素が低下し底質も悪化し

ていることを示している。また水色，透明度（4～5m),CODの値も良好で溶存酸素が若

干低下気味であるカミほぼ正常な海域となっている。底質は灰色推した泥で甲殻類，軟体類，

多毛類等が棲息しており各測定値も低く正常である。

st7は木材コンビナートの入口に位瞳し、コンビナートと大津川の影饗を受けるところであ

る。水質ではNH4-Nが0.19ppm測定され､離竜尭水の影轡があらわれているが、北部（

3，．．4)の調査海域に比べると低く、その他の項目や底質の状況から見て異常は少ない。

st8,9は岸和田港，貝塚港の入口に位置し港内に流入する下水，廃水と船舶の航行による

影審を受けている。水質ではPH(7.8)と溶存酸素(3．3～3.5ppm)の低下が認められ、底質

ではCOD,全硫化物の位が高く、とりわけ油分(I～'1.6̂ /iyDrymud,ピルジ廃水によ
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るものと思われる）が多い、また底泥は黒色で弱い磯化水素奥を発することからS調査当日の

海況はさほど異常でないが、通常では汚濁している海域と見られ、それ力涯質の有機汚染とな

って現われているものと考えられる。

st10は近木川河口に位睡するが、PHは7．78に，溶存酸素は2.9ppmに低下している。

底質は砂砿まじりの泥で、泥の組成（26形）の割にはCODの値が高く、水底質とも汚濁の影

響が現われている。

st11は水産コンビナート岸壁角で観測したカミPH,溶存酸素が低く、NH4-Nは0.17

ppmで、この海域としては高い値となった。底質は黒色の砂泥で全硫化物，油分等の値が高

く汚染気味である．この海域では兇出川河川水がコンビナートの岸壁沿いに沖合に流出するた

め表層水はその影唇を受けることが多い。しかし、その影唇も底質を著しく汚染するほどには

至っていないようである．

s112は可溶性鉄分を多吐に含んだ佐野川が海に流入して鉄が凝固折出することによって生

じる薄い清色海域のなかにあり、製油工場の亮水口にも近いところでめる白（図-B参照）

水質はPHか異常に低く図-B岸和 田 ． 貝 塚 地 先 海 域

7．45を示すほかssもa2

ppm定埜された。また溶存

酸素も2.83ppmで最も低 うす…
<明らかに睦岸水の影轡を

受けている。底質は砂泥地

で泥の組成(16.5*)に対

して強熱減量,COD,Bl

化物，油分等いずれも測定

便が高く汚染している．

この海域では各甑の汚濁

源から流入する汚濁水の影

響と沿岸地先の埋立てのた

め、泉南海域のように沿岸海域の操業度は高くない。

貝塚市脇浜地先でノリ餐殖小型定硬網漁業等が営まれている力鳥汚濁水が周辺海域に絶えず流

入していてこれに気象条件等が漁囲での生産にマイナスに作用する時は、水質汚濁事件を引き

起こすことが多いところでめる。しかし、沿岸から2A"以上の沖合海域では底びき網漁業，各

種の浮魚を対称とした漁粟が通常行なわれており、赤潮の発生時など一時的に漁場価値力抵下

することはあっても、今後継続して漁業の操業は維持されるものと考えられる。
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3）大i坂南池地先海域(st1～6.

！ 1）堺泉北地先海域(st7～17)

当骸海域は大阪湾の湾興部にあって大阪市内河川，大和川等が各甑の工泌廃水，都市廃水等

を併合して流入している。1)2)の海域でも同雛であったが、この海域でも棚在日の海況は汚濁

を極度に軽減していて、目視観察によると当骸海域としては、まれに見る正常に近い状況であ

った。溶存鍛飛の飽和皮50影以下の低下は睦岸水の彫響と考えられるが、PH7.8～8.0,

溶存鹸素55～70形程度の埴はこの海域では季節変化の特敷の一端をあらわしており、陸浄

水の漉接的な影響ではないようである。

st1,3の沿岸海域はI'llが7.8以下に、溶存酸素は2ppm蜘後に低下し、、旧4－噸§0.3

~0.4ppm検出される等陸岸水によって汚澗している。底質は蝋色泥で粒子組成の関係から見

て、強熱減歎,CODの位は高く、全硫化物(1.8～1.9*9/19Drymud),油分(2.3～2.8

*9/l9Drymud)の含有鐙がかなり多いことから汚染した状況を呈している。

sI2,4,5はその沖合の海域で水質では透明度3～3.2腕とこの海域としては高く、PH、

溶存酸素に異常力認められなくなるが、NHt-Nの溶存批は依然として(0．25～0.34ppm)

高い．底質は強熱減量が13影前後で幾分高いが篭油分が少なく、COD,全硫化物はst1,

3のv*～蝿となっている。この海域では湾奥汚濁水の影響を受ける範囲にあるが汚濁度は

軽減していて底虹を著しく悪化させるには至っていない。

st6は大和川河口に位股している。したがって、塩素量は9.8U形と低くなり、透明度（

1.8〃），溶存繊素(4.3ppm)も低下している。NH,-Nは1.18ppmと極度に高く都市廃

水による影響が強い。底貿は黒色の還元泥で油臭が感じられ、油分の含有蛍も泉北港ロのst

12と共に3加後の最高価となっている。また強熱減餓(14.5),GOD(2&7̂frDryiimd)
の誼は標準泥を上廻っていて汚染した底賃となっている。

S17,8,9の海域はにぶ緑色を呈し、透明座3～3.7ﾉ"で目視観察では正常に近い状態にあ

った。水質の測定垣は溶存酸素が沿岸部ほど低くなり、sI9では4”m,NH4－N（0．44

ppm)と陸岸水の影響が現われている。底質は3点とも泥分98影以上の泥で、強熱減'it(11

~13$),COD(11～17噂／1ダDrymud）の髄は低く異常がない。わずかにs【9の全

硫化物，油分は幾分高いIllとなっている。したがって、堺港口にあるstgでは水底蘭ともや

や汚染している状況を示すけれども、st7,8の海域では衰省水のNH4-Nに陸阜水の影響が

見られる程皮でめった。

st10,11,13,11は堺7区埋立地先の海域で、水質ではより湾奥部に近い2点(*I10,

11)のNH4-Nに陸岸水に由来する彫響が見られるほかは各項目ともほとんど正常に近い値と

なっている。底質は4点とも灰色の泥で臭気もなく、強熱減量,COD,全硫化物ともIE常で

－15－



ある。この海域は臨海工業地造成のさい、凌喋が行われた所で、工率後の海底は汚染されるに

至っていない。しかし、船舶の航行が頻繁なst10では油分(0．9R/19Drymud)で、幾

らかその影丹があらわれている。

st12は泉北港の入口に位置するため底質はピルジ廃水による油分(3．05*1/19Drymud)

で賎高価を示す汚染を受けており、全硫化物も】､44*9/19Drymudで商い値となった。し

かし、航路俊喋が行なわれているためかCOD,強熱減孟では位が低く異常が認められな↓、

水質はNH4-Nの位が高く、堺市内の下水の影響が現われている。

st15は泉北港大津泊地入口にあって、水深が深いところから波喋跡の海域である。したが

って、底質には何ら異常は認められないが、水質では透明度，溶存酸素の値が幾らか低下して

おり、汚濁水の麺が及んでいることを示している。

st16,17はst15の沖合海域である。水質はst17の透明度か2.4胸で低く、溶存酸素も

低下気味である。しかしst16では各項目ともほぼ正常であり底質についても両.魚とも異溶か

ない⑨

この日の陸岸水の影唇は泉北地先では15,17,12を結ぶ線の沿岸域に、堺.大阪南港地先で

は沖合に拡り捌査海域‘全域でNH4-Nの濃度にそれが現われている。今回の鯛査海域は夏期水

塊が成闇を形成して表層水では通常赤潮が発生し、底層では無～貧酸素水塊となっているとこ

ろである。したがって底魚を対象とする漁業は衰退しているが、浮魚（イワシ，アジ，コノシ

ロ，ボラ等）は海況の回復時に回遊が見られ、いわし巾着網，まき網等は依然として行なわれ

ている⑨
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I)泉窮地先海域

1）－1水質調盗結宍

日本色彩研究所渦『色の捌噸」による。

海底より1脚上眉を眠禰と-ｹる。

底質隔孝翻の○印は潤登地蝿が汚濁塚から500”以内，△印は1.000碗以内の

地貞ぎめることを示ず。水徹S【N』と底質StN>I必同一の撮聴でめる。
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l)-2底質調迩結果
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2）津和田・貝塚地先海域
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2）－2底質潤売結果
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3）大阪南港地光海域(St1～6)
‘1）堺・泉北地先海域（“7～’7）

3).'!)-I水質調在結果
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泉北埋立地から流出する凌喋泥土の

周辺海域におよぼす影響について

1.澗査の目的

この調査は汚染海域で波藻埋立工事が行なわれ、微細泥土を含む排水がその海域に流出するこ

き、周辺海域にどのような影轡をおよぽi~かをみるために、大阪府泉北l区追加埋立地の凌喋現

場で洲盃を行なったものである。

なおこの調姦は本州四国連絡架橋漁業影響調査の一環として行なったもので、調壷結果の詳細

は同上綱姦報告第3号（昭和17年3月）に記誠している。

2．捌査日時

昭和45年8月19日9時U0分～13時2U'/>

3．調壷海域の埋立工率概況

調迩当日は4,000～8.000.賜力のサンドポンフ・船3聾が泊地内および調査海域から排砂管によ

り岸壁で囲まれた埋立地内に海水とともに土砂をすいあげており（図－1参照）、埋立地内で沈降

しない微細泥土が排水となって埋立地ほぼ中央のキレッI-(排水ロー巾50w)から海に流出して

いた。その排水戯は工邪当局･(大阪府企莱局）の脱明から、3狸の1時間当りの吸上肱約23‘000

"f，土砂定着率6～10影として約2n．000～22.000n{/hrと推定される。

図-1泉北1区追加埋立地から流出する排水の

海域に及ぼす影響調通観測地点図

Dc－5
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4．調査方法

(1)観測点と採水方法

図-1のようにキレット前10刑の地点を原点とし、これから放射状に3本の観測線をもう

けてそれぞれ、100脚、300脚、500腕、1値、2紬、3Ab(c娘を除く）のところを観測

点とした。観測，採水は1婆の鯛査船でc線からb,a線に順次18.点につし､て行なったが、

表層水は船上からバケツでくみ上げ、海底から1m上の底層水は北原式B号採水器を使用した。

このIⅢの所要時間は約4時間ですべて落潮時の間に完了した。

(2)観測項目と測定法

① 水深

②透明度

③水温

④塩分鶴見精機製TS-2サリノメータによる

⑤溶存鹸紫ウインクラーアジ化ナトリウム変法

⑥濁度内水研型水中濁度計（光路長3OOI)による

⑦リン岐態リンリンモリプデン綾をアスコルピン酸で還元する方法

⑳亜硝酸態窒素海洋観測指針による

⑨アンモニヤ態窒素インド・フェノール法

⑩プランクトン細胞数250卿8の海水を中性ホルマリンで閲定し沈澱処珊を行なった

後適度に希釈してその’府f巾の細胞数を計数した。

なお栄養塩の分析はミリポアAAWP47で炉過したものについて行なった。

5．要約

以上のように測定項目を表底脳別に排水流出との関迦について検討したがこれを一括すると下

記のとおりとなる。

表胸水については塩分を除いて各項目とも何ら排水による影醤をうけているとみられるものは

見当らなかった。排水による濁りは肉眼観察でもキレ･ソト直下で排水が底に潜入して表暦にはま

ったく現われていなかったが濁度の鉛直断面図でもそれを裏付けており予備調査でも同嫉の結果

であったことから夏期の当海域では排水が一次的に表脇水に影唇をおよぼすことはほとんどない

ものと考えられる。

キレットから流出した排水は表層水にほとんど影響をおよぼすことなく底珊で分散するが、そ

れが直接及ぶ範囲は500脚地点までで、1．000耐地点になると排水の影響を受けた濁りの薄

い影轡水塊が中底層に存在している。しかし2，000耐地点におし､てはまったくその影審を受け

ていない。
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底層水ではこれら排水が分布しているところ、およびその影響水域は溶存酸素を除いて排水に

よる影響を受けていると考えられる変化があらわれている｡最も特徴的なものはPO4-Pで､排

水流出域の溶存量が影響のない沖合域より明らかに減少している。

奥田は内湾海医土を海水と振蝋させ可溶性栄養樫の溶出について報告している。その中でMl

-N,NOz-Nは振時閲と溶出鰍との関係は今一つ不明確であるが、I'O4－Pは0.5～3分の

，限蝿で溶出雄は最大を示し、より以上振遡するにしたがってリンの杜は減少するとのべている。

今回の調盗現場においてり跡は凌喋海域の海底から土砂と海水が混合状態になって埋立地に巡ば

れ、ジルI-状の微細粒子が埋立地内で沈澱せずに流出するもので、海水と泥の撹伴は長時I川にわ

たって行なわれており、奥田が実験室でたしかめたことと同蟻に作用して排水中のリン溶議駄を

減少させ、その上排水流出域に溶存しているPO4-Pをも泥粒子が吸蒲して､当海域のP04-P

溶存盆を減少きせたのではないかと考えられる。

NO2-Nについては原点濃度が最も商く排水による影響がその流出域内に'お~次的に及んで､

るのに対し、1.000〃地点の影響域では逆に減少するという特異な分布を示した。またNH,-N

は原点濃度が周辺海域に比べて低いけれども排水流出域では濃度が高くなっているなど、これら

無機窒素の排水分散域における濃度褒化の現象についてはさらに換討する必要があり不明なこと

が多かった。

その他水温，塩分，フ･ランクトン細胞数等の項目についても排水流出にともなって流出，影響

域にその影響が及んでいるが、これらは原点底靭水の待徴がその域内でいく分弱まった状態で現

われており、流出した排水が周辺海域に分布した結果その影響が一次的に現象面に珍らわれてし

るようである。

このように今回の調迩では排水の分放しているところに、その彰審とみられる変化が現われて

いるが当該海域の表層水は常時低かんであり、夏期は水塊が認層を形成し底層では総時貧酸素状

態になっているなどの特殊性を前提とした排水の分散およびその影響座がこの結果に現われたも

のと考えられる。
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大阪湾水質 汚 濁 監 視

1．目的

この調査は観測譲器注を調査船に据付け、航行海域から連続的に表層水を吸上げ海況を自動的

に記録するもので、漁場水質の監視を行ないあわせて環境用水の保全をはかるため大阪府地先海

域を定期的に観測しようとするものである。

なお自動測定のできないCODは観測点で採水して分析し、赤潮海域の状況等についても観測

するものである。

2．観測項目と測定層

水温，塩素量,PH,濁度(以上自動観測）

CODo

測定層はいずれも水面下7Ocmのところ。

3．観測地点

自動観測項目は測定値が航行海域の線上に

連続記録されるが、観測地点図記戦の18!

‘点を測定原,点とする。

4．観測回数

毎月1回、2日間で観測する。

5．観測結果

付表5（昭和45年4月～46年3月）

注昭和44年度水産資源保護対j商のうち水質汚濁監視事業施設として水.産庁の助成を得て整備

し、45年4月以降定期的に観測している。
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‘点の位置
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大阪湾放射能調査

伽年度にひきつづき大阪府立放射綴中央研究所と共同で、年2回（6凡,1o月）、st2,3,

5,6の4.点（埋立工事のためSt1,4はそれぞれ38年、42年から中止）におけるプランクト

ン、海底泥土と、別途採取した底生性のカレイ類，ネズミゴチについて鯛壷した。

放射能測定用,拭料の調整は、科学技術庁放射能調査測定基準'ﾄ委員会綱「放射離割汁！法（19

57）」に記紋された方法に準じて行なった。

なおこの卿査は、放射性物質の利用増加にともない大阪湾の放射能汚染を懸念して昭和35年
‘ 一

以来定期的に実施してきたのであるカミとくに異常は認められなかったので、本年度をもって一

応休止することとした。

興査の慨要

プランクトン:i3××ミューヲーガー

ゼ製の径5Ocm,長さ150

画のプランクトンネットを

使用、海面表層を水平びき

し採集した。得られたプラ

ンクトン試料は約3形濃度

のホルマリンで固定後、放

射能測定を行なった。

泥土：エックマンパージ型採泥

器を使用し、海底表層泥土

および沈積物を採集し、厚

手ナイロン製袋に収集した。

魚類（カレイ）：調査地点と関係なく、却調査地点と関係なく、大阪湾での底びき網漁船により採集された拭料でめっ

て、泉佐野漁業協同組合を通じて購入した。

昭和45年6月および10月に実施した結果は表－1および表-2に示すとおりで、プランク

トン，カレイ，泥土ともに従来の測定値と唾して大差は認められなかった。
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45年度海洋鯛査結果
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大阪湾の小型機船底びき網漁業実態調査

府下の小型機鉛底びき網鋤乗は、堺．泉北臨海工莱地の埋立造成以前には（昭和36年頃毎A

大阪湾奥部の新淀川河口，大和川河口にまで出漁し、堺，泉大嘩，岸和田沖を中心とした漁場で、

ヨシエピ，クルマネピ，アカエピ，ガザミ，カレイ類，シダ類を対鮫に操業していた。現在では

大吐の都市下水、従来の軽工業中心の工場廃水に加えて、函海工業地の完成を契機に活発な生産､

活動を開始した重化学工業廃水の流入とそれらの二次汚染とも言うべき赤棚の発生、底質の有機

物や軟泥の増加、あるいはポリ容鵠を主としたゴ､ﾐの沈積等により、漁場の環境悪化、狭小化が

かなり進行している。操業はほぼ泉大津～神戸の臓以南で行ない、漁圏の中心は泉南沖、淡路沖

へ移行し、漁獲物もサルエピ，シャコ，カレイ・シダ類，アナゴ，モガイが主体となっている。

この'卜型底びき網漁業の勲場と漁獲物組成．操業状態．漁場環境．環境と生物相との関連等の

実態把握を目的として、44年度にひき続き標本船の操業日誌による調査．漁区別の試験操業，

漁場の環境調査を行なった。

なお調査結果の詳細は大阪府水産試瞳場研究報告第4号に記戟の予定である。

l調査方法

I)標本船の凍莱日誌による捌査

昭和44年度同機泉佐野および尾崎漁泌から各々標本鉛1隻を遇び、操業日誌の記入を

依頼した．なお操業日誌を補うため月1回、組合で聞き取り調査を行なった。

2）試験操業による調査

昭和45年59，7－8月,10-11月，昭和46年2月の計4回、泉佐野および尾

崎漁協で傭粉した'ﾄ型底びき漁船

（6～9トン、ジーゼル15馬力）

で石げた網を用い、図1に示す11

漁区の中央で試験操業を行なった。

操業時間は15～45分で、操業

面積を出すため操業毎にエックマ

ンメルプ流速計でえい網速度（対

水速度）を閲定した。

漁獲物は種類毎に尾数と、趣を

測定し、104〆操業あたりの尾 図145年度操業漁区

－30－



数と亜鐘に換擁した。（潮流は考忠しない）主要魚皿については体長（頭胸甲畏ほか）

個体亜愈を測定した。

3）環境洲査

各漁区の試験操業終了地点（各漁区のほぼ中央）で保水（底暦水）、採泥を行ない、次

の項目について観測、分祈した。

底質：泥色、臭気、強熱減吐、全硫化物、粒子組成

水質（底圃水）：水温、塩緊麓

また操業寺、漁具に入調したゴミを0.0inf容の塩ピカコ・を用いて容散を測定し、木片

（板切れ、流木、樹皮等）、塩ビ製品、布，紙、空かん．空びん、その他（主としてゴム、

皮革、ロープ類）の5項目に分顛し、その百分率を目測した。

2調姦結果の概要

I)標本鉛の出漁漁泌と主要漁護物

標本船は泉佐野．尾碕ともに44年座と同一の漁船で石げた網．板びき網で操業してい

る。44年座には泉佐野の標本船はほとんど大阪湾全域に出猟していたのであるが、本年

座は泉佐野．尾崎ともに岸和田一明石の線以南に限られている。主漁場は泉佐野は泉佐野

沖から州本沖にかけて、尾埼は昨年同離職沖から淡路の仮屋，佐野，州本沖，友ケ島沖

である。このように年毎に、あるいは月毎に出漁測場が変化するのは対象魚狐であるエビ

類,*1/イ類，シク類，アナゴ^tコウイカ類，アカガイ等の発生、分布、移動に関係があ

る。12～4月の間は石げた網により、湾中央部から淡路、友ケ島寄りの漁場で、メイク

ガレイ，マコカレイ，アカシクピラメ，クルマエビ，シャコ，イイダコ，アカガイを、5

~11月は板びき網により湾中央部から泉佐野、尾崎、淡輪瑚'で操業し、'1,エビ類，マア

ナコ．，イポグイ，コウイカ類，ジンドウイカ等を漁瑛している。

2）賦験操業による出現孤類と測痩組成および漁区別漁幽批

a出現種類

昭和‘14年度の20漁区年2回と45年度11漁区年4回の賦強凍業による魚顛，甲

殻菊，貝緬，イカ・タコ類の出現種頚は65科125郡で、水産上の有用‘甑は20科56

郡である。以下にそのうちわけを示す。

魚類：26科47秘のうち大部分が中．小型の底生魚類で、尾数、匝堂ともに"､ゼ，

ネズッポ，カレイ，シク類が多い。有用弧はカレイ類（マコガレイ，メイタガレイ，イ

シカレイ，ムシカレイ）、シダ類（プカシタピヲメ，イヌノシタ，ケンコ）、アナゴ等

で33種ある。なお45年度柵錘の魚頬の囲類迩定および各孤測定は、近畿大学水産学

科浅野教室で行なった。
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エビ徹：クルマエビ科，モエピ科を主とする5科20瞳が得られた。一部を除くクル

マエビ科とテッポウエピ科のエビは周年出現し、他のコエピ科、エピジャコ科のエビは

季節的に消長している。水産上の有用甑はクルマエビ，ヨシエピ，サルエビ等7趣で、

極湾の底びき網ではヨシエピ，サルエビに対する依存度が高い。特にサルエピは漁業

者が水揚げ才る'1,型エビ類狗の90形以上を占めている。しかし昭和36年頃まではこ

の位置をトラエピ（内毎では一般にアカエピと呼ばれる）が占めていたことから、大阪

湾の環境変化にともなう漁場と生物相の変墨が考えられ興味深い。

カニ類：有用種はガザミ，イシガニ等ワタリガニ科の4種のみでも出現した11科27

甑のほとんどはヰ｡．'卜型のカニで利珊されない樋顛である。5月と2月調査では種類数

が多く、重趣は10-11月と2月調査が多かった。

シャコ類：シャコ，スジオシャコ，トケシャコ，セスジシャコの4種出現した。シャ

コ，トケシャコは大型観であるが、他の2mは'1,型種（体長i;～lea)で食用とされな

い。試験操業ではシャコ類音h尾数で90形以上がシャコであった。昭和35年から漁獲

統計にも記載され般近の底びき網漁業では主要魚種の一つとなっている。

貝類：巻貝類11科15甑、ツノガイ類l科1種、二枚貝頃6科7種の18科23g

が出現した。有用岨はパイ，アカガイ，モガイ，タイヲギ，トリガイの5種である。ア

ヵガイとモガイが亜要甑で、アカガイは友ケ島沖．岩屋沖等の砂磯質底の漁場を除いて

ほぼ湾全域に分布している。モガイは沿岸の題底の場所に生息している、昭和30年

頃大阪港沖．堺沖で大発生し、以後湾奥部の汚濁とともにこの大駄発生海域は南下し、

現在では貝塚、泉佐野沖を中心に識沖にまで途している。他方深日沖から友ケ島．淡

路沖の潮通しの良い砂泥質底の深所には特異な生態を持つ大型の巻貝ヤツシロガイが多

数生息してし､る。

イカ・タコ類：コウイカ（ハリイ力），シリヤケイカ（マイカ），ジンドウイカ，ミ

ミイカ，マダコ，イイダコ，テナガダコの4科7種が出現した。イカ・タコ類は河川水

の影響の強い湾奥部や沿岸域＃こは少なく、沖合水の影響の強い漁場に分布しているよう

である。漁業者の話では最近テナガグコ刀漁獲が噸大しているということである。

b漁獲 組戊

各漁区毎)こ行なった試験梁藁の漁獲物を総合して湾全体の漁蟹組成としたaそれによ

ると、尾数ではエビ類力詮調査を通じ40～60％を占め最も多く、次いでシャコ類

14～33形、カニ類10～16形､魚類8～14形、貝類0.5～6影、イカ･タコ聾

0．1～2形である。エビ類の淵l獲尾数の比率は5月に最大で7－8月、10-11月、

2月調‘藍の順に小さくなっており、シャコはこの逆である。並量組成では形の大きい魚

類が28～34影、シャコ類が26～33影を占め、エビ類10～19形、カニ類10
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3）

～23形、貝類3～9％、イカ・タコ類l～4影である。有用弧は全漁盤亜戯中の5咽

形（5月）～69^(10-11月）である。そのうちのほぼ50％をシャコが占め、

エビ類は14～19である。カニ類．魚類の中には水鴎上価脳の低いもの、無価,価な

ものが多く各盈4～10%、11～20形を占めるに過ぎない。

c漁区別測盤敏

5月、7－8月謝蕪では湾中央から湾奥の漁区(7>13，I1，17，18，20)

の漁獲髄が多く、10－11月、2月調査では友ケ島寄りの漁区(23，24，26，30)

の漁痩戯が多い。また昭和44年度、45年度に実施した6回の鯛査を、じて概括的に

みると、漁痩錐の多い漁区は岸から鑑れた大阪湾の中心線上に位魁する洲区（7，13，

i8，21)であり、沿岸部周辺の漁重(3，17，20，23，30)では漁喚は少ない。なお

小型エビ類、魚類を主とした有用弧の漁痩の多いのは、湾中央部から淡路、友ケ島にか

けての繭区(13，1V，i8，23，21)である。

漁場環境鯛査

a底質と底掴水の水質

大阪湾から泉北、泉佐野沖合にかけての漁場は非常な軟泥で、しばしば下水奥～微下

水臭を呈している．尼崎港沖（漁区3）、大阪港沖（漁区7）、南羅町沖(8R22(i)

では油奥がしていた。強熱減吐の測定値は44年度調査時と比べ総体に低く出たが、分

布および拡散の傾向は‘14年度とほぼ同じである。（強熱減駄の値は大阪府沿いに湾奥

(14%)から湾口に向かって順次小さくなっている。）全硫化物は、神戸一泉佐野を桔
り

ぶ線の内側は0.1S9/l'乾泥以上の瞳であった。

底咽水の水賀は5月、2月調査で水温、塩素量ともに湾奥→友ケ島の方向で高くなっ

ている。7－8月、10-11月調査では大阪府沿岸から淡路へ向って塩素皿は高くな

り、水温庭ついては1u－11月は塩素型と同じ傾向であるが7－8月はこの逆になっ

ている。年朋を通じて塩素戯は】7．3～18．5形、水温は8.5～21℃の範囲である。

b海底のゴミについて

調査時の潮流、えい調方向の変化、調盗場所（操業場奇）のズレ、その他の要因によ

るものであろう、14年座とは多少異なった結果が出た。大阪滝の極く岸寄りを除く漁

場におけるゴミの平均鼠は0.39n{/104w'(44年度調壷0.30wV104nf)であ

り、湾全体の総融は6万"『（同4万6千ﾉ〃）となる。これら．，ミの組成は木片34．3影、

塩ビ脳品35．0彫、空びん.空かんi1.196、布・紙類11.5影、ロープ．．．ム類4.8

影でわる。塩ビ製品の大部分は包装用のビニール袋で過る。木片中では崩皮の占める削

合が大きく、木材池の影拶がうかがえる。布の大部分は船舶磯測でﾉIJいる‘ツエスでめり、

紙顛ii大半が油紙であるところから、これらもロープ･顛の切れ端しとともに船舶から虹
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接海中へ投粟されたものと思われる。また44年皮剥壷では明確にされなかった木片、

壇ピ製品、布・紙等の漂流するゴミが鑑の生野．州本沖の深所に0.42～0.62㎡／

’04”という戯で沈戟していることが判魂した。

4)漁場環境と底生生物について

漁場における生物相は水質，底質，水深，潮流等の環境要因と出現生物各菰の生理的=

生態的要素とで決定されたものである。ここでは如項の試験操業結果と漁坦環境調狂結果

から湾内各漁場の汚濁程度の違いとそこIこ出現する生物の変化について検討を加えた。

甲殻類（エビ・カニ・シャコ頚）：底賀悪化の進んでいる湾奥～湾中央部大阪府沿岸

の猟場では甲殻類の”買数は少なく、組戎中（尾数組成）に優占亜であるエピジャコ，シ

4'．の劉合が50～75％と極度に大きい。中位の汚濁域とされた湾中央部の漁場ではシ

ャコ，テナガテッポウエビ，スペスペエピ，サルエピが組成中に同程度の割合(15～311

％）で出現している。汚濁の影響がなく正備域と考えられる瀦各．友ケ島沖の漁場では甑

類数が豊富で、そのうちの･ﾘ･ルエピ，スペスベエピが組成中の25～50形を占め優占、

となっている。また出現頻腿もシャコ，エピジャコは湾奥～湾中央部．大阪府沿岸の漁場

に、テナガテッポウエビは湾中央部、スペスペエビ，サルエピは湾中央部～識各．友ケ勤

沖の測賜に多い。

魚頬：湾奥、大阪府沿岸の漁場ではネズッポ頚，マコガレイ，イシガレイが、湾中央部

ではガンゾウピラメ､,湾幸夫--淡路．友ケ貼沖漁場ではメイタガv*,ヒメオコゼの出現

が他漁泌より多く特徴的である。環尭とともに食性による分布が考えられる。
●

貝類：湾内の富栄強化によるものであろう、モガイが堺から尾崎までの岸寄りの泥質底

の漁場で大量に分布している。またモガイの大鐸生＃9を含む湾奥から大阪府測の軟泥蛍

底の漁棚（漁区3，7，13，11，21)，26)ではゴイサギガイ，イヨスダレの大遼の死貝か

鯛調聯採集された。これも術栄養化による大発生と夏季の底質悪化による大倣へい死の結

果と考えられる。深日沖から友ケ島．淡路沖の潮通しの良い砂泥質底の深所にはヤツシロ

ガイが多数生息している。ツメタガイは測区3を除く全漁区で出現しており、環境変化に

強い郁頚と思われる。
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調査船の建造

漁場環境に関する賭鯛査が年々拡充されている折から、従来の調迩船「はやて」（木造、28．5

トン、昭和29年建造）が老朽化し水試業務の遂行に万全を期しがたくなったので、下記のと＝

り新船を建造した。

1．船体の大きさならびに船質の選定

鉛体の大きさは、その行動範囲ならびに風波の彫曝船上での作業等に見合ったものにする

よう留意し、また船質は、水産庁漁船課ならびに漁船研究室の指導によりFRP(強化ﾌﾞラァ

チック）とした。

2．概 要

1)設計、趣.造監督

2）股計指導

3）造毅所

1)連造費

3．三皇

社団法人漁船協会

水産庁生産部漁船課

〃〃漁船研究室

三亜県伊勢市大湊町

株式会社西井造船所

4 ， 3 ． 80万円

別表のとお雪

4．一般配世図

別図のとおむ
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技 術
並
臼 及の部

クロダイの種苗生産試験

昨年度にひき続きクロダイ種苗の大量生産という立場から、その方法、技術について試験検肘

をくわえた。

1．観魚，釆卵

昨年度と同じ兵庫県津名郡五色町漁協の協力を得て昭和45年5月28『1～31日まで同漁協

に水揚げされたクロダイ親魚を使用した。同地区における漁獲は刺網によるもので網によるスレ

傷が大きいため、水揚げ浅直ちにスポンジマット上において親魚腹部を軽く圧する方法で採卵し

た⑨

受精は乾導法で行とった。受糟後卵は沖合海水をゴースで価易H過したもので十分洗浄し、糟

子をのぞいた後中，上層に浮ぶ卵と沈下卵を分薙した。受精卵は海水1Iに1万粒の割合でビニ

ール袋に入れ密封し、受糟後2～3時間たったころ、卵輸送箱に入れ保温された状態で水試へ輸

送した。パンヲイト製1トンタンクへの収容は、受精後4.5～5時間で水温差が約0.5℃になっ

た時,点で開封し、l掴に3～4万粒入れた。

化2．ふ

パンライト製1トンタンク（直径14On、深さ8OoOに収容した受精卵は、19℃前後の

水温条件下において受精後37～45時間でふ化した。ふ化率は30～90影と差の大きいこと

が目立った。

3． 椎仔 魚の飼育および生長

ふ化仔魚は卵を収容しふ化した水槽でそのまま飼育を綴けた．

ふ化後30～40時間後に4×10"の濃度（水底がうっすら見える。）と8×10'の2区

の濃度にMarineChlorellaを入れ、約60時間後弱いエアーレーションをはじめた。ま

たふ化後1週間は白色蟹光灯で連続照射した。ふ化後4日よりBrachionusplicatilis

シオミズツボワムシを与えたが、投餌法はBr・plicatilisの培養液を同痔に入れるものと、Br.

plicatilisをコース布でこしとり与える2つの方法を比較した。飼育は20日間止水、その後；よ
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毎分約10Iの割合で流水飼育にかえると同時に柵漬魚肉を与えるようにした。

稚仔魚の大逝へい死は3～5日ヨと20日前後に見られるが、いずれも餌料転換期における餌

料内容と趣不足によるものと思われる。また、グリーンの濃皮を変えて飼育した場合、4×1U

濃度の方がすぐれた結果が得られた。一方Br．pUeatiiisの投餌法はコース布でこし与えた方

の歩留りが良かったが、これらについては来年度の試強に取り上げたい。

癌、巴
採卵日爵

採卵認

受粉茎

ふ化までα

所要時刷

卵発生時α

水茜

･平路

ふ化尋

20日後α

歩留 一

5／21

17：4

100千粒

30認

3 5 ～4

i時間

17．5～19C

80ヌ

クログイ採卵記録

5／2§

1881

250千粒

90認

35～4

時閲

17．5～19(

73ヌ

3

5／30

18：3

15(）千猫

81寵 80露

35～45 35～4

|寺霞 I群Ⅲ

17.5～1a( 17．5～19弓

81鷺 78

クロレラ濃 クロレラ濃

度
4×1c 8×101

39

(代表例

5／31

18：0

20千%

70語

35～4

時脳

17．5～19：

83

ワムシ・飼
育水ととも
に投餌

■

80'^

35～4

時Ill

17．5～19℃

7U

ワ ム シ ー

こして投餌



ヨシエビの種苗生産試験

加年度に引焼き大量生産技術の砿立を図るため、クルマエビと同橡の牛産方式により試験を行

なった合

1．方法

棚苗生産試験には、コンクリート屋外池（2．5腕×8.0脚×1．5m）を使用し、飼育海水はサ

ンヲイン150目（化繊繊網）布でろ過した。

産卵．ふ化後の飼育については、ゾエア期以後の餌料として、拭験池に栄養塩類（硝酸カリ、

才2燐鹸ナトリウム、クレワ.ソト32等）を、ふ化直後より毎日添加して珪藻を繁殖せしめた．

ミシス期以後の餌料はプヲインシュリンプ、ノープリウス、シオミズツポワムシ等を与え、ポス

トラーパー期には冷凍赤貝，魚肉等を餌料として飼育L,た。

2．結果

館1回目の試験は7月15日～8．月27日まで、第2回目は8月4日～9月8日まで、それぞ

れ前記のコンクリート池2面を使用して実施した。各変態ステージごとの計数は行なわなかった

が、第1回目の試験ではミシス期にシオミズツポワムシとプヲインシュリンプを併用して与えた

A池の方がプラインシュリンプのみのB池より最終的な歩留はすぐ・れていた。（取揚尾数A池約

3万尾、B池約1万尾、体長2～3*)しかし、第2回目の試験ではシオミズツポワムシを投与

しなかったが、l池で約10万尾の椎エビ（体長約2fl)が生産できた。育成中に最も歩減りの

著しいのはミシス期で、この期以後の餌料に多少問題はあるが、クルマエビと同襟の生産方式に

より大祉生産が可能と考えられる。なお生産した種苗計約14万尾は府下泉佐野市野出地先に放

流した。
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第1回試験飼育経過

第2回試談結果

’
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イソゴカイの養殖試験

昨年度考案した飼育櫓の簡略化を図るとともに、採卵方法の改良、すなわち採卵後の卵の分配

に容易なように、ピニールシートまたはガラス板に卵を付藩させこれを適当に切って分配する

方法、また卵を直接Chiore1la液中でふ化させそのまま養成を続ける等企業化対策を研究

した。

さらに飼育中、淡水の混入，飼育床の干出，通気停止による酸素不足等を経験したので、これ

らの基礎資料を得るための譜実験を行なった。結果は塩分についてはCI14.45%以下(20℃

前後）、酸素杜は1．80^/8以下では異常がみられ、砂の乾燥については乾燥した細砂100

9に対し海水5■'／‘程度の湿りでも4日以内(20℃）、また7℃に冷却した場合は6日間で

も異常はみられなかった。さらに酸素消費量は33“／9．hでめった。

餌料iご式ても魚粉を主とする配合飼料以外の餌料の探索を行ない、アオサをよく捕食すること

が注目された。さらにウナギ用飼料での飽食且につい-ご綱査した結果、概略虫体重量の5影と判

断された．餌の質，趣ともに温度や餌料係数等を考慮する必要がめり、また既述の各種抵抗値と

ともに実験方法の妥当性等について十分な検討を行なったうえで詳細を発表したい。
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アワビ蓄養槽の設計基礎計算についX

食生活の向上にともない、各種海至活蝋の需要増加が見込まれているが、今回泉佐野食品コン

ビナー1．のl区画においてアワビの短期蓄焚梢が設置されることになった。そこで事業の継続性

を検討するためアワビ賢源の勤向を予察するとともに本、の生理生態に関する知見をとりまとめ、

これらの資料を基として次のとおり蓄饗施股設計基礎の計塊を行なった。

計郵要素

一
》
型
一
》
一
陣
一
』
》
一
一

養

土
蓄
温

○
○
○

3，300”

6，000k9

10～20C

施殺の概略諸元

1 ． 土地10脚×2Im21Onf

2.巡物10抑×21m210"f

3.蓄養槽（8獅×1．5抑×0‘8"』）×8ffi96);,''77^

4．浄化槽（8脚×4．5加×1．0洲）×136^36w'

臼5-15画砕石22ni

5．粗炉過槽（4加×2．5〃×1.0m)×110㎡1Off/"

ガラスウール、厚20”

6梨水槽（4抑×2．5漉×l.Ow)×1IOnf¥Onf

7.棚環ポンプ．（モータ付）

万150”×2.7"《符nin×1Omh×7.5KW×1.800rpm

8．発動機上記モータに見合うもの1台

9．ハイドロエアージエソト17本

10 . 冷 却 ・ 加温装職10～20℃保持l式

2台

－
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ノリ養殖技術普及事業

府下のノリ養殖莱者は、着業以来年々 養殖技術が向上し、生産枚数も増加しているが、まだ充

分に技術の修得がなされていない点がある。よって本年度もひき続き、下記のとおり採苗，育苗，

養殖管理を重点として技術普及に努めた。

1．ノリ養殖検討会の開催

昭和45年8月29日9時30分～12時

於水産試験場会鍍室

関係者65名参加

会鍍内容

a.45年度ノリ養殖期間の海況について

b･ノリ養殖の動向について

c･生産と流通の方向について

d・養殖技術について

採苗、漁場行使、養殖管理、加工等

e・各漁協の養殖計画について

2．ノリ養殖通報の発行

昭和45年10月16日から46年2月27日まで、計9号を発行した。

3．ノリ養殖技術巡回指導

昭和45年9月29日から46年4月7日までの養殖期間中、毎月第2、第4の火．水

曜日に府下のノリ漁場を巡回し、指導をおこなった。なお採苗時期(1o月）と、果胞子

付けの時期（3月）は巡回数を多くし、また糸状体培養期間中（4～9月）も随時巡回指

導した。

○ノリ養殖概況は次のとおりである。

9月

〔気温〕上旬は盛夏並であったが、中旬からは次第に涼しくなった。

〔水温〕上旬から除々に低くなり、下旬は平均25．2℃で、昨年より約2℃高かった。

〔比重〕降雨量は少なく比重はや出高めである。

〔養殖概況〕各地区とも採苗準備は大体完了した。

10月

〔気温〕上．中旬は平均20℃台であるが、下旬の後半は冬型の弱い気圧配置となり一段
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と涼しくなった。

〔水温〕上旬の平均は23．7℃、下旬の平均は21．3℃で、その間の降下は鈍く昨年に比

べると約2℃高めである。

〔比重〕降雨趣は少なく比重は少し商い。

〔養弛慨況51o月2日から各地区で野外採苗が始まり、18日までに約12,000枚の網

が採苗された。芽付きの状態は一部の地区を除き全般的に少し悪かった。また25日まて

には育苗した網の約40形を入距したが、かなりの網に「芽いたみ」がみられた。

11月

〔気温〕上旬の平均は昨年並の15.1℃で、巾．下旬は昨年より少し高めであった。

〔水温〕上旬から下旬にかけて順調に降下し、下旬の平均は16.6℃となり昨年より1.1

℃高めである。

〔比重〕降雨戯は多いが比重は少し低めになった。

〔養殖概況〕中旬までに入庫した綱は約90%に途した。また二次芽採苗が盛んにおこなわ

れたが、全般に芽がつきすぎており、その後の生育は悪かった。

下旬には本張（浮き流し）が中・南部地区の一部で始まった。また早張りの網からは、

髄かながら初摘みがおこなわれた。中部の地区では局部的に「赤ぐされ」が発生したが、

被害は随少であった。

12月

〔気温〕上旬は季節風のため急激に降下し、下旬の後半にはさらに寒波の彩響で最低気温

が氷怠下になった日もあるが、I棒よりはや柊高めであった。

〔水温〕上旬から下旬にかけては順調に降下したが、下旬の後半には一段と冷え込んで平

均12．8℃になり、やっと昨年並になった。

〔比重〕降雨量は少なく比蓮は少し低かった。

〔養殖概況〕本格的な出庫吐荒天続きのため少し遅れたが、’0日過ぎには約40%の網が

浮き流しに弧込まれた。また20日過ぎには残りの網も張込まれた。

ノリの生育状況は全般的に順澗であったが、一部の網にはケイ藻の付漬が多く「ドクぐ

され」のものもあった。また早張りの網からはかなりの生産がみられた。

1月

〔気温〕上旬は低気圧の通過で一時低温になり、中旬の後半は上昇したが、下旬には再び

低温の日が続いた。

〔水温〕上旬は平年並、中．下旬は平均10℃台で昨年より1℃高めであった。

〔比重〕降雨量は少なく比亜は少し低めであった。

〔養殖概況〕ノリの生育状況は、上旬悪るく中旬は一時好転して仲び足はついたが、下旬§こ
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はまた悪るくなった。秋芽網、二次芽網ともに’～2回の摘採で隅換えをした。特に11

月中旬に張込んだ網は、成長が止り品質が悪るくなったので、ほとんど撤去された。

病害は「白ぐされ」と「赤く･され」が中部のjuxで一部発生したが被害は髄少に止まっ

た｡

また各地区でアオの蒲生が多くなり、アオ殺し力懸命におこなわれた。

2月

〔気温〕・中旬には一時3月下旬並の陽気になったが、下旬は零の差が非常に激しくなり

不安定な日が続いた。

〔水温〕中旬は最低水温期であるが平均9.5℃で、下旬は平均9.7℃になり、昨年より1

℃余り高めでめる。

〔比政〕降雨量は少し多いが比菰は少し低めである．

〔養殖慨況〕中旬になってからは冷蔵網の出庫が盛んになった。ノリの生育状況は順調で色、

つや、伸びも良いが生産盈は中だるみの状態である。

3月

〔気温〕中旬までは僅か蛭上下しつつ上昇し、下旬には】0℃以上の日が多くなった。

〔水温〕一時7.3℃（本年最低）まで降下したが次蕗に上昇し始め、下旬には平均10．8

℃になり、昨年より1．9℃高めになった。

〔比BD降雨舷は多いが比重は少し低めである。

〔養殖概況〕残余の冷蔵網も出願された。ノリの生育状況は良好で、色落ちもなく生産は順

調に続いた。

4月

〔気温〕上旬には最高気温20℃を越える日もあったが平均は12℃で、下旬は平均13.

5℃になり慨ね順鯛に上昇した。

〔水温〕上旬は頼飼に上昇し、中旬は上昇度がゆるくなり、下旬は平均13．9℃でめるが

昨年よりは2℃高い。

〔比重〕降雨量は少なく比重はやL高い。

〔養殖慨況〕ノリは大部分老化してまた色落ちがひどくなり、ケイ藻の付唐も多くなったの

で、中旬にば終漁になった。なお終漁は昨年に比べて約2週側早かつた。
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○ノ リ養殖菜の現況

経営体撒

養殖者謝

支桂柵凄

浮き流し柵敷

副網枚数

生産枚数

単位種網あたり
生産枚数

単位耐
生酉

設めた：
枚 割

平均単価

44年風

84

123字

90Offl

8.000ffl

16.000枚

13，000，000＄

813夢

1．625枚

12．71円

45年股 前年比

71 0．94

112曾 0．91

1，286W 1．4

7，576綴 0．95

17，890枚 1．10

14.200,000 1．09

794秒 0．99

1.560枚 1．15

11．19円 0.88

4，ノリ糸状体貝殻の培養と配布

昭和45年3月4日および3月13日に、カキ殻15.000枚を使用してスサピノリの

果胞子付けをおこない、10月まで場内の水槽で培養笹理した。

培養した糸状体貝殻は、約半分を本秘の野外人工採苗用に使用した。残余は普及用とし

て下記の漁協に有償で配布した。

配布漁協名

泉佐野漁業協同組合

田尻〃

岡田浦〃

樽井〃

西略取〃

配布枚数

1‘700枚

1，000枚

1，600枚

2.500枚

800枚

計7，600枚
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一瀬-戸内海栽-培漁業事業

実践漁幽設定測査事業

伽年度にひき続き垂室されるクルマエビを選定した特定の漁堀に集中的に放流し、栽培漁業の

生産効果を実証するとともに、具体的実施方法の確立をはかるため国の助成を得て事莱的規模で

実施した．なお瀬戸内海栽培蹴業協会から璽付のあった圃苗750万尾はすべて実趨漁場設定調

査のため育成．放流したので、中m育成枚流事業は実施していない。

(1)実践漁場設定掴壷地区

前年度同談泉菊郡南海町西島収と箱作にまたがる地先海面

(2)保護育成場

保襲育成場は前年度と同じ浮子式摘温いとしたが、三方囲い（．の字型）から四方囲い（口

字型）に改良した。網はクl/･進ナモジ網240経を使用し、面債は3.200㎡でめる。なお保

襲育成埋内の害敵駆除は魚類1.297尾であった。

(3)調査結果

ア．育成場付近の底質について E‘

保獲育成場を中心に半径300腕の範囲を調査したカミ岸より100腕以内は小砂．細砂

が80形をしめており、150～3U0m沖合は貝鼓が多くその沖は順次泥が多くなっ．ごい

る⑨

イ．保護育成場付近の生物相について

けた網（マンガ）を使用して6月～9月まで延8回の調査を行なった。生物の月別出現m

は9月が最も多く、100㎡当り15．8尾の漁獲であった。棚類別では醐査期閲中を通じ多

いのは、カレイ，ネヅプポ，ハゼ類でこのほかでは7月にウミタナゴ、8月はカワハギ、9

月イサキ等の幼稚魚期の季節的変化（消長）が見られた。

ウ．育成．放流”

クルマエビ顧苗は、7月22日栽培センター玉野事業場より第1回目として約440万尾

（平均体長12.4)を受入れ、保護育成場で10日間育成して8月1日約202万尾(7

月28日の平均体長19．6rji)を放流した。第2回目は9月7日310万尾（平均体長11.

7”）を受入れ直接放流した。

エ．成長

放流後の成長は、7月28日平均体長19.6頭であったものが、60日目（放流は8月1

日）の9月29日には平均体長109.7,平均体重17.29に成長し漁痩対象となる。その
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後成長は鈍るが、11月2日には平均体長I54.4緬に成長した。

10月以後の成長は削年座よりすぐれていたが、これは10月中の水温が3℃朋後務めに

推移したためと思われる。

9月7日に館2回目として、直接放流した平均体長1¥.limの群については、ノリ漁場等

のため追跡できなかったが、12月18日、24日の調姦で体長110伽後をモードとし

た群が採揃され、これが9月7日に放流した群であろうと考えられる。

オ．分散．移動について

放流後の分敗は比較的早く、1カ月後には放流地点を中心として岸沿いに左右各1.000

脚》二途し、沖合へは300瓶の範囲であった。2カ月後には岸沿いに左右各2，000"』沖合

1，000加位の範囲におよび3～4カ月後には岸沿いに左右5，000脚、沖合2，000脚の

海域で盛んに漁獲された。

力．漁盤状況

9月下旬頃より測峻されるようになり、11月末現在約42.000尾が再捕され、その後

の涛誹も考えるとおよそ4～5％の再捕率（第1回放流群）になるものと推定される。

放流クルマエビの推定成長曲線
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放流クルマエビの分欣．移動
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職員 現員表

(昭和46年3月末現在）

場長 好礼治三

試験調査課 主幹兼課長

技師

〃

〃

〃

〃

技術員

業務員

秀
俊
明
凱
明
昭
利
六

木
田
田
口
田

元
吉
西
城
林
戸
榊
辻
戸

男
一
義
久
夫
美
彦
幸
男

（はやて 船長）

機関長）

乗組員）

吾
一
〃
｝
〃
里
〃

く
く
く

技術普及課

長
事
師
補
員
員

″
〃
〃
〃
事
〃
術
業

課
主
技
主
技
作

雄
理
義
香
博
郎
夫
治
郎
男
子

一
修
真
浩
弘
元
次
善
清

田
田
損
本
岡
田
菅
野
原
場

次

巻
吉
安
橋
時
野
小
若
南
南
中
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(人件費を除く）

単位千F｡．.

漁海 況 、 水 質汚濁等測査費 6，77

瑚養殖試験黄 1，82

水産技術普及率業澱 1．04

栽培漁業事 業 2，39

調 査船建造婆 46．00竜

訓査船巡航盤伽一 3.11

9，77

70，92晋
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